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人民中国の夜明け』（Nym Wales），『中国的惊雷』（White 1988），『華北前線』（ Bertram 1937）



































































































































10 月 25 日，イギリス人記者のジャームス・バートラムとの談話の中で，毛沢東は八路軍政治工作
の３つの基本原則をまとめた。「第 1 は将兵一致の原則であり」，「第 2 は軍民一致の原則であり」
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1935 年 11 月，中国共産党は長征を経て陝北に到着し，11 月に中華ソビエト共和国中央政府
















































































地区に移動した。国民党中央宣伝部国際宣伝処の統計によると，1937 年末から 1942 年２月ま
















































1936 年 10 月に，取材を終えたスノーは北京に戻った。11 月から，スノーの取材記事はアメリ
カやイギリスの新聞に掲載された。前述したとおり，スノーの書いた『中国の赤い星』は 1937 年 10
月にイギリスのビクター・ガレンツ社（Victor Gollancz Ltd London）によって出版され，大きな影響

































































































◆６月 25 日，毛沢東，朱徳，葉剣英がそれぞれ外国人記者の取材を受けた。 
◆８月 20 日，延安で取材活動を続けているエプスタインなど５人の外国人記者が晋綏抗日根
拠地に行く前，毛沢東が延安交際処で送別の宴会を開いた。 
◆８月 29 日，アトキンソン，ホワイトの延安取材申請に対して，蔣介石が許可を下ろした。 
◆９月 17 日，アトキンソンが延安に到着する。国民党官僚によると，中国共産党は彼に対して
「礼を尽くし，敬意を表した４２。」 







◆10 月 23 日，訪問団が延安を離れた。 
◆10 月 15 日，蔣介石が「外国人記者の延安取材を許可しない」と強調した。 
◆10 月 26 日，アメリカ人記者のホワイトが取材許可を得て，延安に向け出発。 















1940 年 12 月 24 日，周恩来が毛沢東に電報を出し，次のように提案した。「抗戦の勃発以来，


























共産党指導部は外国人記者の取材を重視していた。1944 年 10 月に重慶から延安に入った
ホワイトの著書によると，「新聞記者にとって，当時ほど幸運なことはなかった。延安の共産党政
治局には13名の委員がいた。彼らみんな率直で，みんなアメリカ人に好意を示し，誠意を持って































世界各国で出版された欧米の諸記者の著作には『中共雑記』（RANDOM NOTES ON RED 
CHINA）（エドガー・スノー），『中国の赤い星』(Red Star Over China)（エドガー・スノー），『人民中
国の夜明け』(Inside Red China)（ニム・ウェールズ），『中国的驚雷』(Thunder Out of China)（セオ
ドア・H・ホワイト），『華北前線』(North China Front)（バートラム），『新西行漫記』（TWO YEARS 
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れた２。当時のメンバーは主任を務める魯易だけだった。1931 年２月 15 日，中央軍事委員会総
政治部が正式に発足し，毛沢東が主任を務め，全国各地の紅軍政治工作を指導し始めた。















中共中央軍事部（1927 年７月～1930 年７月）（政治部は設置されていない。） 
中共中央軍事委員会総政治部（1930 年８月～1931 年１月） 
 主任 魯易 
中共中央軍事委員会総政治部（1931 年２月～10 月） 
 主任 毛沢東 周以栗（代） 
中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1931 年 11 月～1932 年５月） 
 その中，1932 年 1 月から，「中国工農紅軍総政治部」に改称。 
 主任 王稼薔 
副主任 聶栄臻 賀昌（後） 
組織部 葉季壮 
 宣伝部 李卓然 
 敵軍工作部 李涛 
 地方工作部 周桓 
 青年部 高伝遴 
 秘書処 滕代遠 
 紅軍最高裁判所 袁国平（兼） 
中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1932 年６月～1933 年 12 月） 
中国工農紅軍（総部）総政治部（1933 年５月に設立） 
 主任 王稼薔 賀昌（代） 
副主任 賀昌 
    袁国平 
秘書処 肖向栄 
組織部 李弼庭 
 宣伝部 徐夢秋 
 敵軍工作部 李涛 
動員部 羅栄桓 
 地方工作部 潘漢年 
 青年部 高伝遴 
中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1934 年 1 月～10 月） 
中国工農紅軍（総部）総政治部 
 主任 王稼薔 
    顧作霖（代） 李富春（代） 
副主任 賀昌 李富春（後） 
秘書処 肖向栄 
組織部 李弼庭 
 宣伝部 徐夢秋 







  主任 秦邦憲（代） 
     （博古） 
     陳昌浩（後） 
副主任 李富春 楊尚昆（後）周純全（後） 
秘書処 肖向栄 
組織部 李弼庭 
 宣伝部 陸定一 
 青年部 王盛栄 
白軍工作部 賈拓夫 
 地方工作部 劉少奇（兼） 
中華ソビエト西北革命軍事委員会総政治部（1935 年 11 月～1936 年 10 月） 




 宣伝部 陸定一 
地方工作部 劉暁 
敵軍工作部 李涛 
中華ソビエト中央革命軍事委員会総政治部（1936 年 12 月～1937 年７月） 
 主任 王稼薔 任弼時（後） 
副主任 楊尚昆 鄧小平（後）  
秘書処 周桓 
組織部 楊尚昆 







      副主任 鄧小平 
中央軍委（含八路軍総部）（1937 年 10 月） 
（中央軍委総政治部は 193７年 10 月に設立され，対外には「八路軍政治部」という名義を使う。） 
中央軍委総政治部主任 任弼時 毛沢東（代） 
副主任 譚政 傅鐘 
八路軍政治部 主任 任弼時  副主任 鄧小平 
中央軍委（含八路軍総部）総政治部（1938 年前半） 
中央軍委総政治部主任 任弼時 毛沢東（代） 
副主任 譚政 王稼祥（後）傅鐘（後） 
野戦政治部主任 傅鐘（兼） 
 組織部 呉漑之 




 民運部 蔡乾 
 敵軍工作部 蔡乾（兼） 
 鋤奸部 楊奇清 
 総務処 年成合 





   副主任 譚政 
野戦政治部主任 傅鐘 
 組織部 方強 
 宣教部 陸定一 
 民運部 黄鎮 
 鋤奸部 楊奇清 
敵軍工作部 蔡乾 
 総務処 青中興 





 組織部 方強 
 宣伝部 陸定一（兼） 
 民運部 黄鎮 
 鋤奸部 楊奇清 
敵軍工作部 蔡乾 
 総務処 青中興 
 軍法処 曽伝六 
中央軍委（含八路軍総部）（1940 年前半） 
総政治部主任 王稼祥 
   副主任 譚政 
   秘書長 彭加倫 








    副主任 陸定一 
 組織部 周桓 




 鋤奸部 楊奇清 
敵軍工作部 漆克昌 
 総務処 陳子斌 
 軍法処  
中央軍委（含八路軍総部）（1940 年後半） 
総政治部主任 王稼祥 
   副主任 譚政 




敵軍工作部 王学文 （副部長 李初黎） 
 
野戦政治部主任 羅瑞卿 
    副主任 陸定一 
中央軍委（含八路軍総部）（1941 年） 
総政治部主任 王稼祥 
   副主任 譚政 傅鐘 








    副主任 陸定一 
 組織部 周桓 
 宣伝部 陸定一（兼） 


















 組織部 周桓 
 宣伝部 陸定一（兼） 












    副主任 張際春 陸定一 
中央軍委（含八路軍総部）（1944 年） 
総政治部主任 王稼祥 








    副主任 張際春 陸定一 
 組織部 周桓 
 宣伝部  
 鋤奸部 楊奇清 
敵軍工作部  
中央軍委（含八路軍総部）（1945 年 10 月） 











































































などがあり１８，敵軍兵士の不満感情を扇動する活動が積極的に展開された。1932 年７月 25 日発
表されたスローガンには，「紅軍は労農の軍隊で，白軍兵士の友だ」，「破壊工作を行い，紅軍を
応援する」，こぞって紅軍に入隊しよう！武器を持ち紅軍に入隊しよう１９」などとある。 
総政治部が 1932 年 10 月 27 日に発表した『大挙して攻撃する敵を粉砕するための政治工作
訓令』では「団（または軍）と軍区及び分区政治部は白軍兵士運動訓練短期班を直ちに開くべき












































































































































































1941 年３月 30 日から４月３日までの「第１次治安強化運動」，７月７日から９月８日までの「第２
次治安強化運動」，11 月１日から 12 月 25 日までの「第３次治安強化運動」においては，共産党
軍が「敵進我進」，「敵の後方に進軍する」方針を取り，日本軍占領区に武装工作隊を派遣し，
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－2009）は，浙江省の出身で，1933 年 10 月から 1937 年４月まで日本に留学していた７。

















































































































1942 年２月 17 日，延安留日同窓会が日本工農学校の学生を招待し，交歓会を行った。

















とがある。1913 年から 1919 年まで，徐特立は湖南省第一師範学校で教鞭を執っていたと











会した。1914 年，東京にある私立日本大学に入学した。1915 年から 1916 年まで反袁世凱
















































































あった。1925 年から 1927 年までの間に，日本の中国共産党小支部にはわずか 10 名程度
の党員しかいなかったが，その後，支部はビラなどを通じて中国人留学生の入党を勧誘し
ていた４６。内務省警保局保安課外事係の極秘資料「中国共産党日本特別支部検挙事件」
によると，1928 年 10 月下旬に中国共産党日本特別支部が結成された。当時の資料による



































































































































































が発行されている。1941 年９月 27 日，創刊後隔週で発行され，『解放日報』の４面の前
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1937 年 10 月に，野戦敵軍工作部が創立された直後，師団から連隊までの各部隊に対して，迅
速に敵軍工作組織を完備させ，日本語の教育を行い，日本語のわかる幹部を配属し，敵軍文
書の収集を強化する旨の通知が出された４。 








































































在籍している初級クラスは 12 組に分け，１組には 10 人程度の生徒がいた１８。したがって，上級ク




































































の回想によると，第１期の敵軍工作訓練隊は 1938 年 12 月に正式開校し，学生は 1940 年４月に
































































群衆に宣伝する工作も上手でなければならないと考えていた。1936 年６月から 10 月にかけて，











































































































































































 延安の敵軍工作訓練隊および前線の 115 師団で行われた日本語教育を考察した。延安で
集中して日本語教育を受けた工作員たちは，どういう流れで習得した日本語を前線の兵士にど
のような流れで教えたかについては次のようにまとめることができる。 
        
 
 
       
        
        
        
        
        
八路軍に対する日本語教育の流れ 
 

















延安および前線各地で系統的，組織的に行われた。第１期の敵軍工作訓練隊は 1938 年 12 月
から 1940 年４月まで延安で正式に行われた。訓練内容の７割は日本語教育で，３割は政治訓練
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3.1 中国共産党の捕虜政策                     
 
3.1.1 土地革命期の対国民党捕虜政策：「対敵２分法」の原点 
1924 年から 1927 年までの間に，中国共産党と国民党の間に国共合作の関係が成立した。
1927 年 8 月 1 日，中国共産党は江西省南昌での武装蜂起によって初めて自らの軍隊を持った



























































1930 年９月 25 日，紅軍第一方面軍総政治部が公布した『紅軍兵士会規定』において，有名
な「三大紀律，八項注意」が制定され，「敵軍兵士の所持品を取り調べない」ことが明確に定めら



























































































































1937 年 10 月６日の中国共産党総政治部文書では，投降しない日本兵を政治工作の重要課
題とし，「敵の捕虜を優遇し負傷兵に治療を施す。断固投降しない日本兵に対しては殺すべき
だが，武器を供出した者を我が方に連れて政治宣伝を実施した後に処置すべきだ。断られても


































ら，たとえ帰隊しても軍法会議にかけられるのは確実である。」1940 年 12 月になると，香川孝志
は日本軍隊に帰らずに，「腹を決めて延安に行こう」と決めたという３５。 
共産党は日本軍の軍令を把握しており，本当に釈放する者に対して，必ず釈放する前にある


























 毛沢東は，1938 年 5 月に発表した『持久戦論』において，八路軍政治工作の３つの基本原則
を有効に実行するには，「兵士の尊重，人民の尊重，及び敵軍捕虜の尊重というこの根本態度
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長沙作戦軍の動きをつぶさに伝う  重慶放送に耳を傾ける 
鼻にかかった女の声す 重慶放送 いかなる過去を持ちたる人や 
重慶放送 その流暢な日本語を ひそかに聞きて穏やかならず 
（1941 年 9 月 於 長沙戦線 通信兵 宮西直輝）１７ 































1938 年９月から 11 月前後，多くの国にある日本大使館・領事館が外務大臣宛の秘密電報を出
し，『日本人民に告ぐ』，『日本国民に告ぐ』などの対日プロパガンダ出版物について報告した。






























































































































よると，紀元前 260 年（秦昭王 47 年）に秦と趙の間にあった長平の戦いで，40 万の趙軍の投降
者を，秦が生き埋めにして殺した（「尽坑殺之４２」）。さらに『史記』には「夜撃坑秦卒二十余人新
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第４章  日本人捕虜教育と反戦組織 
 










1937 年の平型関の戦いと 1940 年８月の百団大戦で，中国共産党は戦場で捕虜にした日本
軍の将兵は徐々に増加した。1941 年５月には 1800 人にも達した１。1943 年 12 月まで八路軍が
捕虜にした日本人は 2407 名で，その内 2085 名は日本軍隊に戻った２。1945 年３月に，八路軍
が公布した捕虜についてのデータは以下の通りである。 
  
 捕捉数 投降者数 合計 
1937.9－1938.5 124 / 124 
1938.6－1939.5 385 / 385 
1939.6－1940.5 689 19 708 
1940.6－1941.5 326 12 338 
1941.6－1942.5 284 16 300 
1942.6－1943.5 296 23 319 
1943.6－1944.6 303 45 348 




央委員会と中央軍事委員会が協議し，1940 年 10 月に延安で捕虜教育学校を創立することが決
まった。学校は八路軍総政治部の指導を受け，校訓は「平和，正義，友愛，労働，実践」であっ
た。延安で誕生した「延安日本工農学校」は日本軍捕虜を教育する専門学校となった。1940 年



























工農学校の発足について，1940 年と 1941 年との２つの説がある。趙安博の回想によると，「日












上述した『新中華報』は 1941 年５月 15 日に廃刊とされ，1941 年５月 16 日に『解放日報』が創
刊され，共産党の機関紙となった。創刊当日の 1941 年５月 16 日付の『解放日報』の報道による












以上の資料から，日本工農学校は 1940 年にすでに開講し，1941 年に正式に開校式典が行
われたことがわかる。発足当初，学校には 11 人の日本人学生しかいなかったが，1945 年８月に
なると，300 数人に達した１４。 
























いることが分かる。手前の列左から３人目メガネをかけている人はイギリス人の Michael Lindstay 氏。



































1944 年 11 月２日付の『解放日報』によると，1944 年 10 月１日に，日本工農学校山東分校およ
び朝鮮革命軍政学校の創立式典が行われた２５。校長は本橋中である２６。 





学校山東分校両校に 250 個のタマゴ，400 個の柿を提供した２７。 
1945 年２月４日に，日本工農学校山東分校が第１期生の卒業式と第２期生の入学式が行わ
れた。山東軍区司令員の羅栄桓が式典に出席し，日本工農学校は形式的には東京の大学に
及ばないが，中身的にも実質的にはあちらの大学より熱烈な演説をしている２８。1944 年 10 月に
入学したとき，70％の学生が来たばかりの捕虜だった。４カ月の学習を経て，第１期生から川田，
□青，山野，□川，青木，田中と６人の行軍参加の模範生が生まれた。「在校生は発足当初の













ら送られてきた日本人捕虜など 400 人の学生がいた。学校は 1945 年 12 月から開校し，社会発
展史，中国問題，日本問題などの科目があった。社会発展史は滝沢三郎が担当していた３２。教










































へ」などの具体的な洗脳攻勢を行った。1944 年 11 月 15 日に学校の 98 人の学生を対象に実施
させた調査によると，農民，漁民，鉱山労働者などの勤労者は 63 人，商人，店員は 19 人，会社





1944 年 11 月 21 日，アメリカ軍事視察団は日本工農学校を視察した。エマーソンによると，「工
農の学校の学生の思想を転換させたのは，次の要素である。第 1 に，彼らは八路軍が捕虜を殺
さないことと捕虜を虐待しないことが分かる。第 2 に，教育を受け，共産党の立場に立っている日


















































生産活動。1944 年 12 月 24 日付の『解放日報』によると，日本工農学校は本来，生産任務を
中央に免除されているが，学校の学生は農業，紡績，大工との３組に分けて積極的に生産活動
を行った。66 石以上の粟相当の生産量を実現したと報じている４８。 
選挙。1941 年 10 月２日付の『解放日報』によると，敵軍工作訓練隊日本語教員をつとめてい
る森健は辺区参議員候補者になった４９。森健の選挙演説は日本語で行われ，趙安博はその通
訳をつとめた。森健は無事当選した５０。1941 年 11 月３日付の『解放日報』は「辺区参議員紹介」
とのコラムで森健の演説理念と経歴を詳細に紹介した５１。同時に，日本工農学校の中小路静男
は延安市参議会議員に当選した。彼らは直接民主政府の活動に参加した５２。 
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し連盟」を作ろうときめた。1939 年 11 月７日の十月革命記念日を選び，めざまし連盟結成の式典
を行った６。それは，1963 年に出版された『反戦兵士物語:在華日本人反戦同盟員の記録』でも
確認することができる７。 
覚醒連盟結成の 1939 年 11 月７日に重慶や桂林などで反戦活動が盛んに行われていたが，
反戦同盟はまだ正式に発足されていない。王庭岳の考察によると，1939 年 12 月 23 日，桂林で




覚醒連盟の設立はその前の年である 1939 年 11 月７日だった。1939 年に覚醒連盟が設立され
たことは複数の記載で確認できた。重慶で「在華日本人反戦同盟」を作った鹿地亘から返信が
なかったので「覚醒連盟」を作った，というのは事実ではないと考えられる。「覚醒連盟」を作った






考えもなかった１０」。この対話は 1939 年 11 月７日覚悟連盟が結成された後の 1941 年春のことだ















王庭岳の『在華日人反戦活動史略』の記載によると，1940 年６月 23 日に結成した覚醒連盟第
１支部は，冀魯豫支部とも呼ばれ，後には太岳支部に改称した１４。複数の資料で確認したとこ
ろ，「太岳支部に改称した」記録はあやまりだと判定できる。 






























孫金科の考察によると，1940 年６月２月，八路軍 115 師団で本橋朝治，国保などによって覚醒
連盟山東支部が創立された。支部長は本橋朝治がつとめた２２。王庭岳の考察によると，山東支
部の結成は 1942 年５月 19 日だという２３。徐則浩の考察によると，1940 年６月２日に八路軍 115
師団政治部駐在地で結成大会が行われたという２４。 
1942 年８月 11 日付の『解放日報』の記事によると，覚醒連盟山東支部が 1941 年５月１日に結
成されたと記載している。２５1942 年５月 19 日付の『解放日報』には，新華社山東 18 日電を引用
し，「日人覚醒連盟山東支部及び華北朝鮮青聨山東分会がこの前，115 師団で正式結成大会
を行った２６」と記されており，具体的な期日は記載されていない。 
山東支部の結成期日は，1940 年６月２月，1941 年５月１日，1942 年５月 19 日の３つの説があ
る。今の資料ではまだ確定できていない。 
戦争時代の共産党軍隊は，常に移動していた。極端なときは１日の中で何回も移動したことも





『在華日人反戦運動史略』の記載によると，冀魯豫支部の結成は 1941 年 10 月 9 日だった２８。





















































秋山良照の回想によると，1939 年から 1942 年にかけて，覚醒連盟は太行支部，太岳支部，
晋東南支部，冀南支部，冀魯豫支部，山東支部の６つの支部を持っていたされている４２。1944
年４月の統計によると，覚醒連盟や反戦同盟の同盟員は 223 人，支部数は 13 となっている４３。 






◆①覚醒連盟晋東南本部，1939 年 11 月７日，覚悟連盟が山西省遼県麻田鎮で設立式を行っ
た。 









◆⑤1941 年８月 15 日，黄河に近い濮県楊集（八路軍冀魯豫軍区政治部の駐在地，現在河南
省濮陽市）で，覚醒連盟冀魯豫支部設立大会が行われた。 
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前述したとおり，1939 年 12 月 23 日，桂林で「在華日本人民反戦同盟」が創立され，反戦同盟
西南支部といった１。支部長は坂本秀夫であった２。1940 年７月 26 日『新中華報』1 面の記載によ
ると，重慶で「在華日人反戦革命同盟」を結成したのは同年７月 20 日のことである３。しかし，秋









「大山光義」のあやまりだと考えられる。『解放日報』の記載によると，1941 年 12 月のとき，支部書
記は小林で，盟員は大谷，秋田，浅井，梅田，茂田江，海田，中小路，森健などがいた９。 
『解放日報』によると，1943 年７月 10 日に，反戦同盟延安支部結成 3 周年記念大会が開かれ























軍区に戻り，1945 年２月 12 日に日本人民解放連盟冀中支部を作った１５。 
1942 年，冀中地区で『日本人民の友』，『光明月刊』が創刊され，田中，東忠が編集者となっ
























友』，1942 年に創刊された『前進』と 1943 年に創刊された『前進画報』の編集長は津田秀であっ
た２１。 
日本アジア歴史資料センターで，日本外交資料館収蔵の『日軍の友』紙（1942 年４月４日付
の第 14 号，1942 年４月 11 日付の第 15 号，1942 年５月 23 日付の第 18 号）と『前進月刊』（第２




    























































同盟膠東支部は 1941 年 9 月 18 日に結成大会を行った」と記述している。 
1942 年８月末，小林清は延安工農学校の１年間の教育を終え，膠東に戻ったのである。延安
工農学校から配られた文書を敵軍工作部の張昆に渡し，「われわれの任務は，できるだけ早く反






















６，反戦同盟鄂豫支部（第 5 支部） 
反戦同盟鄂豫支部に関する考察も資料によって違う。反戦同盟鄂豫支部は第５支部とも呼ば
れた。1941 年 11 月，鄂豫辺区で反戦同盟鄂豫支部が設立され，責任者は森田義男だった。
1943 年，新四軍第５師団で鄂豫支部成立大会が正式に開催された。華中地区にはすでに４つ
の反戦同盟支部があったので，鄂豫支部は第５支部とも呼ばれた。支部長は坂本義次郎で，メ
ンバーは森増太郎，森田義男，松原秀雄など 10 数人がいた４４。 























































































1942 年７月 15 日という蘇北支部の成立期日は，香河正男の回想録でも確認できる６８。 
1943 年，岡野進の秘密身分の公開につれ，反戦団体各支部は次々と「岡野同志来延を歓






























1942 年 10 月に反戦同盟太行支部によって創刊された『報道新聞』，1943 年３月１日に創刊さ
れた『同胞新聞』の編集長は吉田太郎であった７６。 
 























除則浩と孫金科の考察によると，1942 年 9 月，反戦同盟晋西北支部が設立され，小林武夫が
支部長に就任した。1942 年８月，小林武夫が延安から八路軍 120 師団に配置され，120 師団で
反戦工作に従事し始めたのである８１。1944 年４月，晋西北支部の工作を強化するため，延安か
ら森健が送られてきた。同年７月１日に，森健は支部長となり，茂田江純，永井，大谷などの盟員





13，反戦同盟清河支部（のち渤海支部）   

























曹晋傑の考察によると，1942 年 11 月に反戦同盟淮南支部は新四軍第２師団駐在地の天長













た１００。現在，大店鎮に八路軍 115 師団司令部記念館がある。 
 
16，反戦同盟魯南支部  










17，反戦同盟魯中支部   






































































































反戦同盟淮北支部 1942 年２月 26 日 江蘇省泗洪県半城鎮 支部長：後藤勇 『兵士の声』 
 






反戦同盟蘇北支部 1942 年７月 15 日 江蘇省阜寧県板湖鎮 支部長：古賀初美 『日本兵隊の声』 
 
反戦同盟太行支部 










反戦同盟晋西北支部 1942 年 9 月 山西省呂梁市興県付近 支部長：小林武夫  
反戦同盟清河支部 
（のち渤海支部） 








1942 年 11 月 江蘇省淮安市盱眙県 支部長：高峯紅志  
 
反戦同盟浜海支部 
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1944 年３月 25 日付の『解放日報』の報道によると，華中日本人反戦同盟の各支部長の連席
会議の決議により，反戦同盟を解散し，日本人民解放連盟を結成することが決定された８。 
1944 年４月 12 日付の『解放日報』は，「日本人民反ファシズム闘争の新段階，解放連盟正式
結成，華北華中相次いで支部を設立」と報じた。各地方協議会，地区協議会及び各支部の結成
は，延安にある解放連盟創立準備委員会の指導の下で行われた９。解放連盟の結成期日は解

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































海支部（15 人），太行支部（29 人），太岳支部（11 人），晋西北支部（7 人），冀中支部（7 人），冀
南支部（15 人），魯中支部（9 人），魯南支部（7 人），冀魯豫支部（13 人），晋察冀支部（16 人），
清河支部（６人）と 13 の支部があり，盟員は 223 人とある。１７。 






































冀魯豫地区協議会。1944 年 12 月 18 日，華北地方協議会の指示に従い，冀魯豫支部と冀南
支部が解放連盟冀魯豫地区協議会を結成した２９。会長は秋山良照で，副会長は宮川英男であ






































延安支部。日本人民解放連盟延安支部が 1944 年７月 27 日に，「小磯軍閥内閣を反対する」
声明を出した４０。日本人民解放連盟延安支部が 1945 年１月 15 日から米国写真展覧会を開催し

















































郎である５３。1944 年 10 月 20 日付の『解放日報』には，日本，朝鮮友人が国民党の軍令を批判
する日人解放連盟膠東支部の支部長渡辺の談話が掲載された５４。さらに，1944 年 9 月 17 日
























蘇中支部。1944 年５月 9 日付の『解放日報』の報道によると，車橋戦闘で捕虜となった 24 名



































華南支部。1945 年６月 25 日に広東省の東莞と恵陽の間の任崗で，解放連盟華南支部が結
成された。1945 年８月に盟員は 15 名がいた６６。米国立公文書館の日本人民解放連盟組織図に
は，華南支部に関する記載はない。 




































□，平松□□，田中□□の 10 人が盟員となった８０。 
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1941 年７月 18 日付きの『解放日報』によると，「（華北新華社晋冀魯豫 16 日電）この前，日本
兵士覚醒同盟第２支部盟員杉本，星川など４人が八路軍に入隊した」とある１６。 






1939 年の杉本の八路軍入隊を 1941 年にまた報道したと考えられよう。 
1941 年以後，中国共産党の機関紙である『解放日報』は，日本人の八路軍入隊を盛んに報
道した。  
1941 年７月 28 日付きの『解放日報』によると，「山東縦隊政治部の「七七」記念大会で，日本
人同志坂谷，今野の２人は八路軍に参加した。中国同志と手を繋いで，日本ファシズム軍閥を
打倒するために戦闘すると誓った１９」とある。 











1943 年３月 31 日の『解放日報』によると，1943 年３月 25 日午前中 11 時に開幕した晋冀魯豫
地区日本兵士代表大会と日本人反戦同盟大会では，□田，福田，清水土田などが正式に宣誓
して八路軍に入隊した２２。 
大規模な八路軍正式入隊は，1941 年 10 月 26 日に延安で開催された「東方各民族反ファシ
ズム大会」のときである。小林清など 35 名の日本人が八路軍に正式入隊した。小林清の回想
























35 名の日本人の八路軍入隊に対して，鹿地亘夫婦が祝電を出した。その祝電は 1941 年 11




























































  （甲）敵工部の分担する工作 
     子，敵軍工作に関する連盟の報告に定期的に耳を傾ける。そして日本人同志と共同
で敵軍工作の新しい方針と政策などの諸問題を討論して決定する。 
     丑，連盟が起草した各種の工作（新来捕虜の宣伝教育，扱い，人事など）計画を審査
し批准する。そしてその工作の実行を着実に支援する。 
     寅，連盟が上級機関に提出する報告は，自己の真剣な審査を経て，副署してから提
出すべきである。 
     卯，日本人幹部教育の指示と支援。 
     辰，各種の資料と情報と収集・研究し，それを中国語に翻訳する。 
     巳，工作経費の審査と批准，そして連盟総務工作創立の支援とほかの困難の解決。 
     午，日本人同志を保護し，その安全を確保する。特に敵軍が掃蕩作戦を仕掛けてき
たときは，特に日本人同志の保護を重視する。 
   （乙）解放連盟が担当する工作 
     子，敵工部門に定期的に工作報告をし，その指導と指示を受ける。 
     丑，連盟内部の問題の解決。 
     寅，敵軍工作計画方案の提出と実行。 
     卯，新来者と連盟の一般成員の教育と審査。  
     辰，敵工部に敵国敵軍に関する各方面の資料を供給する。 
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1941 年８月 13 日に，中共中央軍委総政治部が指示を出し，日本人反戦団体華北代表大会



































会議で，228 の項目を含める『日本士兵要求書』が採決された。1942 年 10 月 13 日付『解放日
報』の社説では，「『日本士兵要求書』は我が敵軍工作にとって画期的な政治意義を持ってい
る」と指摘している２９。 




























1942 年 10 月，八路軍野戦政治部から『関于敵軍工作的指示』が出され，「最近，日本軍の政
治気分は新たな変化があった。時機をつかんで，今までの日偽軍，偽組織に対する工作を基礎
にし，更なる大きな力を日本軍に対する工作に入れる」と規定している３３。 














                                                        
１ 文化教育研究会編『敵我在宣伝戦線上』文化教育研究会出版，1941 年３月， 陝西省档案
館,3018-11-3-23，210 頁。 
２ 前掲書『敵我在宣伝戦線上』，212 頁。 
３ 盧耀武，劉国霖「129 師的敵軍工作」，『八路軍回憶史料３』解放軍出版社,1991 年９月，93 頁。 
４ 前掲書『敵我在宣伝戦線上』,230 頁。 
５ 山本武利編訳『延安リポート―アメリカ戦時情報局の対日軍事工作』，岩波書店, 2006 年２月。 
６ 「中国共産党告日本陸海空軍士兵宣言」中央档案館編『中共中央文件選集』（第 11 冊），中央党校出版社，
1986 年版，341 頁。 
７ 中国人民解放軍歴史資料叢書編審委員会『八路軍・文献』解放軍出版社,1994 年 5 月，48 頁。 
８ 前掲書『八路軍・文献』62 頁。 




                                                                                                                                                               
１０ 「中共中央軍委総政治部発布瓦解日軍的標語口号」前掲書『八路軍・文献』161 頁。 
１１ 『第十八集団軍政治部関于日軍工作和青年工作致各兵団政治機関電』前掲書『八路軍・文献』311 頁 
１２ 「傅鐘関于新段階日偽軍工作的指示致各兵団首長電」前掲書『八路軍・文献』345 頁 
１３  魏碧海「1937：英雄挺起民族脊梁，陳士榘活捉第一個日本兵」『中国国防報』2005 年７月５日，５面。 
１４ 「朱徳，彭徳懐関于晋察冀軍区開展瓦解日軍工作状況致蒋介石等電」，前掲書，『八路軍・文献』377 頁。 
１５ 水谷尚子「『反日』以前：中国対日工作者たちの回想」文芸春秋：2006 年 7 月 30 日，85－86 頁。 
１６ 「中共中央軍委総政治部関于日偽軍工作的訓令」前掲書『八路軍・文献』，388 頁。 
１７ 「中共中央軍委総政治部関于日偽軍工作的指示」前掲書『八路軍・文献』，521 頁。 




２０ 「中共中央書記処関于瓦解日軍工作的指示」中央档案館編『中共中央文件選集』（第 12 冊）中央党校出版
社，1986 年版，358 頁。 
２１ 「中共中央軍委総政治部関于日偽軍工作的指示」前掲書『八路軍・文献』522 頁。 
２２ 「中央宣伝部関于反敵偽宣伝工作的指示」，中央档案館編，『中共中央文件選集』第 13 冊，中央党校出版





２５ 姫田光義，藤原彰 編『日中戦争下中国における日本人の反戦活動』青木書店,1999 年９月 18 日，118 頁。 




２８ 「社説：日本士兵代表大会与日人反戦団体大会開幕」『解放日報』1942 年８月 14 日，１面。 
２９ 「日本士兵的要求書和敵軍工作」『解放日報』1942 年 10 月 13 日，１面。 
３０ 秋山良照，『中国戦線の反戦兵士』，徳間書店,1978 年 11 月 10 日，271 頁。 
３１ 劉国霖，鈴木伝三郎，「一個『老八路』和日本捕虜的回憶」，学苑出版社，2000 年６月，72 頁。 
３２ 和田真一「生と死の岐路」，反戦同盟記録編集委員会 編『反戦兵士物語:在華日本人反戦同盟員の記録』
日本共産党中央委員会出版部，1963 年９月，73－74 頁。 
３３ 前掲，「129 師的敵軍工作」，『八路軍回憶史料３』，92 頁。 
３４ 「日人反戦同盟拡大執行委員会和に本人民解放連盟的成立」『解放日報』1944 年２月 20 日１面。 
３５ 「敵軍工作に関する総政治部の指示」陝西省档案館 5495-13-24-26。 

















ンを張った。『敵我在宣伝戦線上』の記載によると，115 師団のある連隊が 1938 年４月に 2000 本



































同盟太行支部が 1942 年 11 月におこなった山西省潞安県老頂山分遣隊に対する呼びかけ工作


































































































































































































































































































































































ような写真を撮った。4.5 メートルの高さの記念碑は 1991 年４月に，江蘇省贛楡県政府によって
作られた。 
         










































1944 年 1 月に反戦同盟に加盟，当時 25 歳。砂原利男は三重県の出身で，1944 年 1 月に捕虜
となり，同年解放連盟に加盟し，27 歳だった７８。上記の『解放日報』の記載によると，「砂原は現
在 23 歳，三重県の出身。1940 年に日本軍に入隊し，1944 年８月に捕虜となり，1945 年に解放
連盟に加盟した。住野は現在 25 歳で，岩手県の出身，1944 年自主投降してきた７９」とある。 


















































「小林春男はマラリアにかかり，治療の甲斐なく病没した９４」とある。1978 年 11 月に出版された秋
山良照の回想録『中国戦線の反戦兵士』によると，「小林春男は急性気管支炎で死亡した９５」と
ある。覚醒連盟冀南支部の支部長を勤めた秋山良照と共同で活動していたので，冀南で捕虜と
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1939 年 11 月７日に山西省遼県麻田鎮で覚醒連盟が結成され，その後冀南支部など８つの支
部が結成された。さらに，1940 年に入ると，共産党支配地区の日本人反戦運動はさらに活発に


































するときの重要な資料である。そして『新中華報』（1937 年 1 月～1941 年 5 月）と『解放日報』





















する。日本外交資料館収蔵の『日軍の友』紙（1942 年４月４日付の第 14 号，1942 年４月 11 日付

















































































































において，国民党軍捕虜を扱うときの政策に触れた。その後については 1945 年から 1949 年ま
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  （甲）敵工部の分担する工作 
     子、敵軍工作に関する連盟の報告に定期的に耳を傾ける。そして日本人同志と共同
で敵軍工作の新しい方針と政策などの諸問題を討論して決定する。 
     丑、連盟が起草した各種の工作（新来捕虜の宣伝教育、扱い、人事など）計画を審査
し批准する。そしてその工作の実行を着実に支援する。 
     寅、連盟が上級機関に提出する報告は、自己の真面目な審査を終え、副署してから
提出すべきである。 
     卯、日本人幹部教育の指示と支援。 
     辰、各種の資料と情報と収集・研究し、それを中国語に翻訳する。 
     巳、工作経費の審査と批准、そして連盟総務工作創立の支援とほかの困難の解決。 





   （乙）解放連盟が担当する工作 
     子、敵工部門に定期的に工作報告をし、その指導と指示を受ける。 
     丑、連盟内部の問題の解決。 
     寅、敵軍工作計画方案の提出と実行。 
     卯、新来者と連盟の一般成員の教育と審査。  
     辰、敵工部に敵国敵軍に関する各方面の資料を供給する。 























































































































































































付録６：反戦同盟晋察冀支部『前進』月刊第 3 号（1942 年３月５日） 
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付録７：反戦同盟晋察冀支部が作成した日本語ビラ 
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